
  令和５年３月２日 

東日本高速道路株式会社 関東支社 

北関東三県広域観光推進協議会 

北関東三県（茨城県・栃木県・群馬県）の高速道路が定額で乗り降り自由！ 

ドラ割『北関東周遊フリーパス』を発売します 

～お得なフリーパスで魅力あふれる北関東三県の旅を～ 

ＮＥＸＣＯ東日本関東支社（埼玉県さいたま市）は、令和５年４月１日（土）から、北関東三県内の高速道路が定

額で乗り降り自由となるＥＴＣ車限定のドラ割「北関東周遊フリーパス」を発売します。 

この商品は、茨城県・栃木県・群馬県（以下、「三県」といいます。）の観光と高速道路利用の促進を目的とし、Ｎ

ＥＸＣＯ東日本関東支社が三県と連携し、販売をするものです。 

「北関東周遊フリーパス」では、首都圏出発エリアから三県内の周遊エリアまでの１往復に加えて周遊エリア内の

高速道路が乗り放題となる「首都圏出発プラン」と、周遊エリア内の高速道路が乗り放題となる「周遊プラン」の２つ

のプランをご用意しており、ご利用後アンケートにご回答いただくと抽選で三県からの素敵なプレゼントが当たりま

す。 

なお、ご利用の際は事前のお申し込みが必要ですので、ご注意ください。 

この機会に是非「北関東周遊フリーパス」をご利用いただき、魅力あふれる三県の魅力を感じつつお得に旅をお

楽しみください。 

また、ご利用の際は、各自治体が発信する新型コロナウイルスの感染状況や感染拡大防止策などをご確認の

うえお出かけください。 

１．ご利用期間 

令和５年４月１日（土）から連続する最大２日間または３日間 

（ＧＷ、お盆、年末年始期間は除きます） 

２．対象車種 

ＥＴＣでご利用の普通車・軽自動車等（二輪車含む） ※ＥＴＣコーポレートカードはご利用になれません。 

３．販売プラン・販売価格 

（１）首都圏出発プラン（首都圏出発エリアから周遊エリアまでの１往復と周遊エリア内乗り降り自由） 

利用可能日数 普通車 軽自動車等 

２日間 ７，５００円 ６，０００円 

３日間 ８，５００円 ７，０００円 



（２）周遊プラン（周遊エリア内乗り降り自由） 

利用可能日数 普通車 軽自動車等 

２日間 ６，５００円 ５，０００円 

３日間 ７，５００円 ６，０００円 

 

 

４．対象エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※首都圏出発エリア・周遊エリアは主要なＩＣ、ＪＣＴのみ記載しています。 

※首都高速道路、東京外環自動車道、その他地方道路公社等が管理する有料道路は本割引の対象外とな   

り、別途料金が必要です。 

 

５．お申し込み方法  

（１） インターネットによるお申し込み  

ＮＥＸＣＯ東日本ホームページ「ドラぷら」からお申し込みください。   

https://www.driveplaza.com/etc/drawari/ 

（※検索サイトからは「ドラ割」で検索をお願いします。） 

 

 

（２） 申込受付期間 

令和５年３月１７日（金）（１４時から受付開始）～ 

※高速道路のご利用開始前までにお申し込みください。 

 

 

 

 

申込受付ページはこちら 

https://www.driveplaza.com/etc/drawari/


【ご利用特典】 

① ご利用後、アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で三県からのプレゼントが当たります！ 

② 三県の観光施設にて優待特典のご提供や、出発エリア・周遊エリア内ＳＡ・ＰＡのインフォメーションにて特典

グッズ等をプレゼント！ 

③ Ｅ－ＮＥＸＣＯ ｐａｓｓでご利用いただいたお客さまに、通常のポイントに加えて 

Ｅ－ＮＥＸＣＯポイントを５０Ｐプレゼント！ 

 

６．事業者様へのお願い 

ドラ割と連携した宿泊関連サービスをご検討いただける事業者様がいらっしゃいましたら、ＮＥＸＣＯ東日本関

東支社までご連絡ください。 

 

「北関東周遊フリーパス」の詳細につきましては、当社ホームページ「ドラぷら」よりご確認ください。 

https://www.driveplaza.com/etc/drawari/ 

（※検索サイトからは「ドラ割」で検索をお願いします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１～２０２５年までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢献し、新たな未来

社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「ドラ割」発売の取り組みについては、持続可能な観光業の促進や地域社会の活性化などに

つながる事業活動としてＳＤＧｓ目標の８番、１７番に貢献するものと考えています。 

                                              




